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新潟県内最大の湿地である福島潟周辺は，平常時水位が日本海より低いため，農業生産及び治水対策の

為には自然流下だけでなく機械による揚排水が不可欠である．長年にわたる土地改良事業により，揚排水

機場，用排水路などの施設が高密度に整備され，福島潟の水循環と生態系を支えている．本研究は福島潟

周辺，特に新井郷川をはじめとした下流域での水路ネットワークと揚排水施設を対象とし，その実態を明

らかにすることを目的とする．具体的には，当該地域内の農業揚排水に関する資料調査や管理者である土

地改良区へのヒアリング調査から，福島潟周辺の水循環を支えている揚排水施設の分布などを GIS 上で可

視化した．揚排水施設の特徴を把握し，水路ネットワークの類型と特徴を把握した． 
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1．背景と目的

(1) 研究の背景

福島潟は新潟市北区の東部に位置し，新潟市・新

発田市・阿賀野市の 3 市に囲まれた 262 ヘクタール

の新潟最大の湿地であり，潟内は国指定鳥獣保護区

である．オオヒシクイとオニバスをはじめ，220 種

類以上の野鳥，450 種類以上の植物が確認され，そ

のうち絶滅危惧種である植物が 13 種類分布してい

ることが確認された 1)． 

一方，このような自然の宝庫となっている福島潟

の生態系は，人工的にコントロールされた水路ネッ

トワーク環境とともにある．福島潟周辺の農業用地

は，昭和 40 年代からの国営干拓事業や昭和 50 年

代から排水改良の見直しが行われ，排水機場などの

整備が積極的に推進されている．治水については，

昭和 41 年の羽越水害を契機として，福島潟放水路事

業や水門，堰などの河川整備事業が進められている．

福島潟は農林水産省が所有し，土地改良区に管理が

委託され 2)， 13 本の川が流入している．農業生産

のため，各土地改良区により揚水排水が管理され，

潟からの排水は新井郷川排水機場で機械排水されて

新井郷川分水路により日本海へ排水している 1)．洪

水時には，福島潟放水路により，直接海に排水する．

このように，原始的な風景を見せている福島潟は，

その水循環と生態系を人間が構築した水路ネットワ

ークと揚排水施設に頼っており，その実態は複雑で，

直観的な理解が難しい．今後の福島潟及び周辺水域

のあり方を考える際には，これらの揚排水施設の特

徴を市民を含め広く共有することが必要だと考える． 

(2) 研究の目的

 本研究は資料調査及びヒアリング調査により，福

島潟周辺における揚排水機場についての基礎情報

（整備時間，所在地，揚排水能力，水源，吐出し河

川など）を収集し，それらのデータを GIS 上で可視

化することにより，福島潟に関わる水路ネットワー

クと揚排水機場の実態を可視化しその特徴を明らか

にすることを目的とする． 

2．既存研究の整理と本研究の位置づけ 

(1) 既存研究の整理

 本研究に関する既存研究については，①福島潟の

治水と水利用に関する研究，②農業用排水施設に関

する研究に分けて以下のように整理した． 

① 福島潟の治水と水利用に関する研究

斎藤 3)は，福島潟の潟湖の歴史，地理，生態系，潟

の利用，干拓への動因などを明らかにした． 

田辺ら 4)は，今後治水計画を立案する際の重要な

課題である氾濫許容型治水施設の設置と住民合意に

対して貴重な事例として，阿賀野川右岸地区の開発
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と治水の歴史と安野川改修の経緯を明らかにし，安

野川流域における今後の治水対策の方向性について

検討することにより，両堰の今日的な評価を行った． 

中川 5)は，国営福島潟干拓事業の前後で，潟端に

おける水利用の変化を解明し，水辺と人の関係性が

社会や環境に支えてきた影響を歴史的に位置付ける

ことを目的とし，聞き取り調査及び資料調査を行い，

福島潟の開発史・治水史・生活史から，潟縁地域に

特有の水辺と人の関係性を明らかにした． 

丹内ら 6)は，福島潟放水路や新発田川放水路を含

んだ全国における既に完成している放水路事例を対

象とし，放水路建設と水辺空間整備などによる地域

満足度の向上に関する分析を行うことで，放水路建

設において地元住民の理解を得るための基礎資料を

作成した． 

桐原 7)は，GIS による地図分析と文献調査などの

手法を用いて，福島潟周辺の水路網と集落の関係性

および特徴を明らかにした． 

大森 8)は，アンケート調査とインタビュー調査な

ど手法を用いて，福島潟における中学生の水辺空間

に対する認識について把握した．子どもと福島潟の

両者を媒介するのが，主に福島潟周辺に整備された

施設や機能であることを明らかにした． 

② 農業用排水施設に関する研究 

原田ら 9)は， 宮城県丸森町の 8 地区を対象とし，

農業集落排水施設と浄化槽について，実地域での検

討に基づいて，地域特性を考慮した選択についての

考え方を整理し，さらに合併処理浄化槽への転換や

資源循環など現状の課題の解決に関わる研究事例を

紹介した． 

李ら 10)は，農業集落排水施設の円滑な維持管理や

改築の際に，供用施設や改築対象施設の流入汚水量

の実態と変動特性を適切に把握し，流入汚水量の実

態と変動要因を踏まえた定量的な評価・検討を目的

とし，供用施設の実測データに基づき，農業集落排

水施設の流入汚水量の実態把握と変動要因の検討を

通じて，設計諸元の定量化と設定について考察した． 

中野ら 11)は，稼働中の農業集落排水施設から得ら

れた実測データに基づき，農業集落排水施設流入水

における既知の日水量負荷変動成分について，状態

空間モデルを適用し，農業集落排水施設流入水の日

水量負荷変動の把握と変動特性の抽出を試み，日水

量負荷の変動要因について考察した． 

 

(2) 本研究の位づけ 

 以上の既存研究の整理を踏まえ，本研究は福島潟

における水路ネットワークと潟の水位維持や農地の

水循環を支えている揚排水機場の実態把握と可視化

する点が特徴である． 

 

3．研究の方法 

本研究の方法は，福島潟周辺の揚排水施設に関す

る基礎情報の収集整理と GIS を用いた可視化であ

る．基礎情報の収集については，新潟県 12), 13)や土地

改良区 14)のホームページ，土地改良事業の調査報告

書 15)などの資料調査及び揚排水施設を管理してい

る土地改良区へのヒアリング調査により行う．本稿

で対象とする福島潟周辺地域の揚排水施設を管理す

る新潟北土地改良区へのヒアリング調査は 2022 年

7 月 21 日及び 2022 年 11 月 5 日に実施した．GIS

上の作業については，国土地理院の地図情報をベー

スに，福島潟周辺の水路ネットワークを作成し，基

礎情報を含む揚排水施設の位置をプロットし，特に

揚水機場の水源及び排水機場の吐出し河川のデータ

を利用して，水路ネットワークと揚排水施設の実態

を可視化する． 

 

4．対象地の概要 

(1) 福島潟について 

 福島潟は新潟市内最大の潟であり，新潟の原風景

を残していると言われ 16)，阿賀野川の右岸側である

新潟市北区と新発田市にまたがる形で位置している．

福島潟を含む新井郷川流域については，福島潟から

海岸まで低い平坦な地形が続き，その中に沿岸湖や

潟湖が点在し，砂丘列群が連なる点が特徴的である

17)（図-1）． 

福島潟に対する干拓事業 18)は，江戸時代中期の

1730（享保 15）年の松ヶ崎掘割の開削を契機として

始まり，新発田藩やその後に藩から権利を譲渡され

た豪農らによって干拓が進められ，明治時代には豪

農の一家であった市島家の所有となった．昭和に入

り，国が市島家から潟を買収し，1968（昭和 43）年

に国営福島潟干拓建設事業が始まり，福島潟の南側

169ha が国営干拓地となった．現在の福島潟の面積

は約 262ha であり，周辺には福島潟放水路，福島潟

水門などの河川管理施設が整備されている． 

 

(2) 福島潟周辺の土地改良区の歴史について 

昭和 30 年代には，新潟県の土地改良区は 289 団

体があったが，合併や解散により整理統合が進み，

昭和 50 年代には 164，平成 10 年代に 101 に推移し

た．現在は 79 の土地改良区と 7 の土地改良区連合

がある 20)． 

福島潟周辺を含む阿賀野川地域では，1950～52

（昭和 25～27）年頃から土地改良区が設立され，昭

和 50 年代には 21 の土地改良区があったが 15)，現在 
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図-1 福島潟周辺の地形 19） 

 

 

図-2 新潟北土地改良区 管内図 23) 

 

は合併・解散が進み，10 の土地改良区と 2 の土地改

良区連合がある 20)．2018（平成 30）年に豊栄，葛

塚，木崎濁川の 3 つの土地改良区が新潟北土地改良

区として合併した 21)．管内地域は新潟県新潟市北区

を中心に形成され（図-2），福島潟周辺の用水路，排

水路，揚水機場（124 箇所），排水機場（35 箇所）な

どの施設を管理している 22)． 

 

5. 揚排水施設の実態の可視化 

(1) 基礎情報の整理 

 福島潟周辺の水路ネットワークと新潟北土地改良

区管内の揚排水施設について，新潟県 12), 13)や新潟北

土地改良区 14)のホームページ，新潟北土地改良区へ

のヒアリング調査の際に提供していただいた文献、

地図、施設調書 24) から基礎情報を整理した．揚排水

機場の位置と名称について，図-3，表-1 に示す． 

また新潟北土地改良区提供の施設調書は，統合前

の豊栄，葛塚，木崎濁川土地改良区ごとに作成され

ている．表-2 に示すように，各土地改良区に属する

揚排水施設の詳細項目が記載されているため，基礎

情報として併せて整理した． 

 

(2) GIS による可視化 

 本研究の対象地範囲は，新潟北土地改良区が管理

している農用地及び管内における福島潟に流入、流

出する河川、用排水路の流域とする．(1)で整理した

基礎情報に基づいて，GIS 上で施設の分布や用排水

量（m3/s），水の流入・流出方向，接続する水源や吐

出し河川などを可視化した（図-4～10）．可視化し

た地図から，各地域の揚排水施設の実態と特徴を把

握し，次節以降に記述する． 

 

 
図-3 福島潟周辺の揚排水機場の位置 

 

表-1 福島潟周辺の揚排水機場の名称 

 
 

 

 

 

 

 

No. 名称 No. 名称 No. 名称

1 福島潟第2排水機場 1 引越揚水機場 28 新鼻第1揚水機場

2 福島潟第1排水機場 2 県圃第5号揚水機場 29 椋新田揚排水機場

3 1区排水機場 3 濁川取水場 30 放水路右岸揚排水機場

4 2区排水機場 4 東名目所揚水機場 31 東部第2揚水機場

5 3区排水機場 5 新樋ノ入揚水機場 32 川尻前潟揚水機場

6 柳曲排水機場 6 大沼第5号揚水機場 33 前潟揚水機場

7 椋新田排水機場 7 大沼第2号揚水機場 34 笠柳機場区 笠柳揚水機場

8 放水路右岸排水機場 8 大沼第6号揚水機場 35 下土地亀揚水機場

9 両村囲排水機場 9 県圃第3地区第2号揚水機場 36 須戸揚排水機場

10 大沼排水機場 10 県圃第3号揚水機場 37 潟前揚水機場

11 杓子潟第1排水機場 11 福島潟地区3号揚水機場 38 県圃第4号揚水機場

12 葛塚排水機場 12 新井郷揚水機場 39 三ツ森川原地区揚水機場

13 須戸排水機場 13 丸池揚水機場 40 樋ノ入揚水機場

14 長浦岡方排水機場 14 横土居揚水機場 41 下早通揚水機場

15 高森森下排水機場 15 福島潟地区1号揚排水機場 42 大沼第4号揚水機場

16 南浜排水機場 16 長場揚水機場 43 大沼第1号揚水機場

17 笠柳排水機場 17 樋ノ内揚水機場 44 堀田揚水機場

18 庵女川排水機場 18 大沼第8区 内沼沖揚水機場 45 浦木揚水機場

19 浦ノ入排水機場 19 飯野鼻地区 飯野鼻揚水機 46 県圃第2号揚水機場

20 切尾前排水機場 20 県圃第3地区第1号揚水機場 47 大沼第3号揚水機場

21 新井郷排水機場 21 東部第1揚水機場 48 大久保第2号揚水機場

22 杓子潟第2排水機場 22 第2灌漑揚水機場 49 大久保第1号揚水機場

23 内沼沖排水機場 23 松潟揚水機場 50 県圃第1号揚水機場

24 堀田排水機場 24 濁川東揚水機場 51 西名目所揚水機場

25 長戸呂排水機場 25 嘉山前新田揚水機場 52 新鼻第2揚水機場

26 潟堀排水機場 26 県圃第3地区第3号揚水機場 53 天神川揚水機場

27 濁川排水機場 27 福島潟地区2号揚排水機場 54 第3事業区揚水機場

　排水機場 　揚水機場
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表-2 施設調書の記載項目 

 
 

(3) 排水施設の実態と特徴 

a) 福島潟及び干拓地周辺 

 福島潟周縁部及び干拓地周辺では，自然流下に加

えて効率的な潟への排水を目的とした排水機場が多

く設置されている．そのため，一つの排水機場に対

し，一つの排水路が接続している場合が多い．また

これらの排水機場は，国営干拓地などの縁に設置さ

れている（図-4）． 

 排水量については，福島潟北側の排水機場のほう

が大きく，国営干拓地の縁に位置する南側の排水機

場は少ないが，ポンプアップにより排水するため実

揚程が大きく，原動機能力は北側と南側でほぼ差が

ない． 

b) 福島潟放水路周辺 

 福島潟放水路沿いに設置されている排水機場は，

両村囲排水機場を除き，4 か所全てが放水路の右岸

側（東側）に設置されており，右岸側から左岸側へ

（東から西へ）の自然流下と同様に，放水路へ排水

している（図-5）． 

両村囲排水機場は放水路の左岸側南端に位置して

いるが，排水機場北側に位置する両村囲幹線排水路

によって流入し，放水路へと排水している．排水機

場の西側には豊栄駅などが位置する新潟市北区の中

心市街地があり，降雨時の市街地の湛水を避けるた

め，ポンプアップによる強制排水を行うことから 27)，

原動機能力が大きい． 

c) 新井郷川周辺 

 新井郷川沿いに設置されている排水機場は，新井

郷川の自然堤防上に位置する場合が多い（図-6）．

また，大沼排水機場や新井郷排水機場など，複数の

排水路から集めて一か所で排水している箇所が多く，

関係面積が大きい点が特徴である．そのため，福島

潟周縁部の排水機場などと比較すると，排水量が多

い． 

 

(4) 揚水施設の実態と特徴 

a) 福島潟及び干拓地周辺 

 福島潟を水源とする揚水機場は 3 か所あり，全て

干拓地に立地し，排水機場も兼ねている．また国営

干拓地の南側には，大通川を水源とする福島潟地区

3 号揚水機場が設置されている（図-7）． 

b) 福島潟放水路周辺 

 4 か所の排水機場が右岸側に設置され放水路へ排

水するのに対し，揚水機場は左右両岸に計 4 か所設

置されており，それぞれ用水を引いている（図-8）．

全体的に用水量は小さいが，放水路北端に位置する

横土井揚水機場は，右岸側の微高地に立地している

ため，実揚程が大きく，原動機能力が他の揚水機場

よりも大きくなっている． 

c) 新井郷川周辺 

新井郷川周辺については，右岸側では主に福島潟

放水路方面から流下する東から西への用水路及び新

井郷川を水源として用水を引き込み，左岸側では五

頭山脈を水源とする用水が流れている（図-9）．右

岸側に位置する嘉山前新田揚水機場は，北区の中心

市街地に隣接していることから，接続する用水路の

一部が暗渠となっている． 

d) 新発田川周辺 

新井郷川の北にある新発田川沿いには，排水機場

はないが，揚水機場が両岸に並んでいる（図-10）．

特に，新発田川の東端に位置する笠柳揚水機場は，

直接接続する豊栄北部 1 号用水路から福島潟放水路

を横断し，新井郷川の北側へネットワーク状に広が

っていくため，用水量も大きい．ヒアリング調査に

より，新発田川周辺は砂地であるため，水が砂に浸

透し機械排水する必要がないことが原因となる． 

 

(5) 福島潟周辺における農業用水の反復利用 

 新潟北土地改良区管内では，国営新江用水路に排

水する長戸呂排水機場や大沼 8 区大沼 1 号幹線排水

路を水源とする内沼沖揚水機場などの用水路に排水

または排水路から揚水する揚排水施設がある（図-

11）．ヒアリング調査により，その原因は上流側の

水田からの排水を下流地区で再び灌漑用水として水

田に揚水するという農業用水の反復利用現象となる
25)．また，反復利用は生活用水などと分けて農業用

水システムのみで行うことにより水質を保つことが

できる． 

 

(6) 福島潟周辺の用排水路ネットワーク 

 ヒアリング調査の結果に基づいて，阿賀野川右岸

及び福島潟周辺，新潟北土地改良区管内の用排水系

統を以下のようにまとめる（図-12～図-14）．排水

路については，阿賀野川右岸の五頭連峰を水源とし

ての 13 本の流入河川が福島潟に流れ込み，通常時は

新井郷川（分水路）から阿賀野川及び日本海へ排水

し，洪水時は福島潟放水路から直接海に排水する．

用水路については，阿賀野川右岸の用水は阿賀野川 

施設

揚水機情報 原動機情報

種類 種類

台数 台数

口径(Φ) 能力(kw)

排水機情報 原動機情報

種類 種類

台数 台数

口径(Φ) 能力(kw)

用水 水路名 延長 通水量 勾配 構造 断面情報

排水路 水路名 延長 通水量 勾配 構造 断面情報

農道 道路名 所在地 延長 最大勾配 巾員 路面構造

揚水機 名称 所在地
水源及び
その状況

実揚程
(m3)

用水量
(m3/s)

関係地区面積
(ha)

排水機 名称 所在地
吐出し
河川名

維持管理

の方法

実揚程
(m3)

排水量
(m3/s)

－

維持管理

の方法

関係地区面積
(ha)

基礎情報
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図-4 福島潟及び干拓地周辺の排水施設 

 

 

図-5 福島潟放水路周辺の排水施設 

 

 

図-6 新井郷川周辺の排水施設 

 

 

図-7 福島潟及び干拓地周辺の揚水施設 

 

 

図-8 福島潟放水路周辺の揚水施設 

 

 

図-9 新井郷川周辺の揚水施設 

 

 

図-10 新発田川周辺の揚水施設 

 

 
図-11 反復利用に関わる揚排水施設 
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図-12 福島潟周辺の水路ネットワーク全体図 26) 

 

 

図-13 福島潟周辺の用水路ネットワークの流れ 

（新潟北土地改良区管内）27) 

 

 

図-14 福島潟周辺の排水路ネットワークの流れ 

（新潟北土地改良区管内）27) 

 

 

 

 

図-15 排水路ネットワークの類型化 

 

 
図-16 用水路ネットワークの類型化 

 

頭首工から取水し，3 大幹線用水路（右岸幹線用水

路，福島潟西部幹線用水路，新江幹線用水路）によ

って新潟市と新発田市の農業用水，生活用水が支え

られている．福島潟周辺にある新潟北土地改良区管

内の用水は，新江幹線用水路と福島潟西部幹線用水

路から流し込み，大きく三つの主要用水路（新江用

水路，長浦 1 号用水路，長浦 2 号用水路）がある． 

 

(7) 福島潟周辺の用排水路ネットワークの類型化 

福島潟周辺の用排水路ネットワークの特徴を以下

のように整理し，図-15，図-16に示す． 

a) 排水路ネットワークの特徴 

 排水路の流れ及び排水路に関わる排水機場の吐出

し河川，地形（高低差）をもとに，福島潟周辺の排

水路を自然流下で排水する排水路と機械排水に依存

する排水路に分けられて図-15に示す．福島潟周縁

部の排水路は地形による東から西へ，南から北への

自然流下がほとんど（万十郎川以外の 12 本の流入

河川及び周辺の排水路）で，万十郎川や柳曲排水路

は北から南側の福島潟に排水機場を通して機械排水

する．福島潟干拓地内では，福島潟に排水するエリ

アと新井郷川に排水するエリアに二つ分けられ，新
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井郷川へ排水する排水路は新井郷川分水路まではほ

とんど両岸の排水機場を通して機械排水し，分水路

以降の排水路は自然流下で排水し，日本海へ排出す

る．福島潟放水路へ排水する排水路は，右岸側は機

械排水に依存し，自然流下に加えた排水路と排水機

場がほとんどである．よって，福島潟周辺における

自然流下で排水するエリアは主に東から西への福島

潟の流入河川の流域，新井郷川分までの新井郷川左

岸となり，機械排水に依存するエリアは主に福島潟

放水路周辺，福島潟の北部となることが分かった． 

b) 用水路ネットワークの特徴 

 用水路については，排水路を水源とする用水路，

農業用水上の反復利用に関わる用水路，排水路と繋

がりループ状になる用排水路に分けられて図-16に

示す．新井郷川左岸については，新江用水路を水源

とするエリアは農業用水上の反復利用が多く，その

ため，補水が目的とする揚水機場が多い．長浦 1 号

及び 2 号用水路を水源とするエリアは，大沼第 8 区

に反復利用があり，それ以外は新江用水路及び長浦

用水路に沿って取水する．新井郷川右岸について

は，福島潟放水路右岸の用水路の流れが排水路の排

水方向（自然流下）と一致しないところがあり，人

工で掘削した放水路が地形を改変し，自然流下の流

れを影響したと考える．その影響で放水路を水源と

する左岸側の用水が多く，機械排水に依存する右岸

側の排水が多いことになったと考える．また，放水

路右岸揚排水機場周辺の用排水路や松潟用排水路の

ようなループ状な用排水路ネットワークが特徴的で

ある． 

 

6. 結論 

(1) 研究の成果 

本研究は福島潟周辺における水路ネットワーク及

び揚水施設の実態把握を目的とし，資料調査及び土

地改良区に対するヒアリング調査を行い，GIS を

用いて揚排水施設および用排水路ネットワークを可

視化しその特徴について考察した．以下に研究の成

果を示す． 

 a) 対象地域における揚排水施設の基礎情報デー

タを可視化してエリアごとに分けてその特徴

を整理した． 

 b) 揚排水施設の用排水量，能力，実揚程などの設

定は地質条件，市街地との位置関係，地形（高

低差）の影響を受けていることを把握した． 

 c) 福島潟周辺の干拓地及び福島潟より下流域の

農業用地における用水は反復利用という生活

用水などと分けている農業用水システムがあ

ることを把握した． 

 d) 用排水路ネットワークとその流れを可視化し，

その特徴に基づいて類型化して整理した． 

 e) 福島潟放水路のような人工排水路が排水路ネ

ットワークの流れに対する影響が確認された． 

 

(2) 今後の展望  

本研究は福島潟周辺の用排水路ネットワークに着

目し，新潟北土地改良区管内における揚排水施設及

び水路ネットワークの流れについて考察した．今後

はさらに福島潟周辺における新潟北土地改良区管外

の揚排水施設，用排水路について調査するべきだと

考える． 
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